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Ａ．研究目的 

AYA 世代は、小児期と成人期のはざまにあり、

がんの罹患が少なく、その種類は小児がんのよう

な希少がんから年齢的に希少分画である成人がん

まで多種多様であり、この時期のがん治療は適切

に開発されていない現状がある。また、AYA 世代

は、性的成熟期、ならびに、精神的社会的に自立・

自律する過程にあり、就学・就労・恋愛・結婚・

子育てなど人生の重要なイベントに直面するため、

特別な支援が必要である。さらに、AYA 世代のが

ん患者のニーズは多岐にわたるため、医療機関内

の支援体制のみでは十分と言えず、さまざまな支

援組織・機能との協働が必要であり、それら課題

ごとに国および地域において行政、職場、支援団

体と医療機関が有機的に連携するネットワークの

構築が望まれる。本研究では、そのネットワーク

の構築における実務的な課題を明らかにし、地域

及び全国の支援ネットワークの構築を加速させる

ことを目的とする。 

 

Ｂ．研究方法 

１．AYA がん患者の診療に携わる医療従事者なら

びに患者及び家族の支援に携わる様々な職種

や患者団体等で活動する者が一同に会して情

報共有を行える場を設けてネットワーク構築

に繋がる機会を提供する。 

２．AYA 世代がんの医療と支援に関わる人々のニ

ーズ、情報共有の方法、ネットワーク構築の

課題を明らかにするためにアンケート調査を

実施する。2年目以降も同様のアンケート調査

を実施し、関係者のニーズの変化、ネットワ

ーク構築の状況と課題を把握する。 

３．地域別ネットワーク構築状況の実態調査を行

い、AYA支援の課題別にネットワークの構築状

況を明らかにする（2年目以降）。 

 

（倫理面への配慮） 

アンケート調査の実施において、回答者に本研

究への協力を諾否の意思表示の機会を設け、承諾者

のみの情報を活用することとした。 

 

Ｃ．研究結果 

１．平成 30 年 4 月に設立された「AYA がんの医

療と支援のあり方研究会(AYA 研)」の学術集会

を利用してネットワーク構築の機会を提供し、

情報共有のニーズや内容を明らかにすること

とした。 

２．平成 31 年 2 月 11 日に第 1 回 AYA 研学術集

会が開催され、様々な AYA がん医療と支援に

関わる医療従事者および支援団体関係者、当

事者合計 520 名が参加した。本学術集会を利

用して参加者アンケートを Web 上で行い、情

報共有のニーズの把握とその対応策を検討し

た。 

３．参加者アンケートの内容と回答者の属性 

学術集会アンケートの回答者 151 名（回収率

29％）のうち、本研究利用の同意が得られた

128 名の回答について検討した。質問内容は、

回答者の属性、学術集会の認知方法、参加理

由、学術集会の評価、希望する企画やテーマ、

開催方法、研究会・行政・医療機関への期待、

その他で構成した。回答者の属性は、男女比

は 31 対 86、年齢は、30 代、40 代が 41 名ず

つ（各 32.0％）で、50 代 24 名、20 代 16 名

が続き、AYA 世代は 57 名(44.5%)であった。

研究要旨：本研究では、AYA世代のがん患者の支援ネットワーク構築における実務的な課題

を明らかにし、地域及び全国の支援ネットワーク構築を加速させることを目的とする。初年

度は情報共有のニーズの把握とその対応策を検討するために第1回AYAがんの医療と支援の

あり方研究会学術集会参加者を対象にアンケート調査を行い、128名の回答について検討し

た。参加者の多くは情報を求める段階にあったが、AYA世代がん診療に関わる医療者および

関係者は、それぞれの立場でできることを求めており、病院内AYA支援チームの構築の仕方

が大きな関心事でもあった。また、病院外においても、連携医療機関や支援団体のピアサポ

ーターはもとより、行政の保健師や製薬企業の薬剤師などAYAがん患者の医療に直接関与し

ない人たちも役割を見つけて貢献したいと願っていた。既存の組織・団体間のみならず、幅

広い領域の人たちの力を結集できる多重ネットワークの構築が望まれる。 
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職種別では、看護師 57名(44.5%)が最も多く、

医師 23 名、その他の医療従事者 20 名、患者

12 名、その他 5 名であった。研究会会員種別

は、正会員 52 名、研究会準会員 23 名、学生

会員 4名、非会員 48名、居住地は全国各地に

および、中でも愛知県 26 名、東京都 22 名、

神奈川県 12名が上位を占め、また、東海 4県

で 32.8％（42名）を占めた。 

４．アンケート結果 

学術集会の情報入手経路は、病院の掲示板 25

名が最も多く、チラシ（郵送や学会場）が 46

名、SNSやホームページなどインターネット情

報は 18 名（14.1％）であった。参加目的は、

ほとんどが情報収集であり、ネットワークづ

くりを求めての参加は 22名（17.2％）であっ

た。学術集会全体の評価は、大変良かった 68

名、良かった 41 名と好評価した人が 109 名

（85.2％）であった。高評価(回答者の 70％以

上が満足)の内容、ピア・サポート、アピアラ

ンスケア、AYA 世代のがんの特徴と課題、AYA

世代のがん患者・サバイバーの現状、長期フ

ォローアップと課題であった。テーマのニー

ズは、職種共通のもの（緩和ケア、家族支援、

就学・就労支援、多職種の取り組み、サポー

トチームの作り方）と職種特異的なもの（医

師：海外状況・当事者の発表・機能評価）、看

護師・心理師：意思決定支援・妊孕性支援、

相談員：地域連携・高校教育、当事者：社会

保障・経済的問題）がみられた。 

 

Ｄ．考察 

AYA世代がん患者の多様なニーズに応えるには、

ニーズに対応した専門職種や支援組織の有機的な

連携が必要である。がん診療連携拠点病院において

もAYA世代がん患者の経験は乏しく、診療科も多岐

にわたるため医療スタッフのAYA診療経験は極め

て限られている。そのため、効率的に専門的医療と

支援を提供するには、病院内で多職種チームを形成

して診療科横断的に活動することが望まれる。一方、

AYA患者のニーズには、学業の継続、進学、就労、

生殖機能温存、体力維持増進のための運動の機会の

確保、同じ境遇の患者との交流などのニーズがあり、

病院外の各種機関・団体との連携も必要なため、課

題別のネットワークを地域または全国レベルで構

築し、絆や支援を望むすべてのAYA患者に対応でき

るシステムの構築が求められる。 

今年度は、当事者を含めすべてのAYA世代がん

医療のステークホルダーが一同に会して情報共有

する場として、平成30年4月に設立されたAYA研学

術集会を位置づけ、第1回AYA研学術集会の参加者

を対象にAYAがん医療と支援に係る情報共有のニ

ーズを把握し、その対応策を検討した。 

アンケート結果によれば、参加者は情報ニーズ

を求める段階にあり、ネットワーク形成を求める人

は17％に過ぎず、まずは、AYA世代の抱える課題

とその対応について普及啓発する段階と言える。学

術集会の内容の評価についても、ピア・サポート、

アピアランスケア、AYA世代のがんの特徴と課題、

AYA世代のがん患者・サバイバーの現状、長期フォ

ローアップと課題の講演が70％を超える好評価を

得ており、参加目的のニーズを満たすものであった。

しかしながら、AYA世代がん診療に関わる医療者お

よび関係者は、それぞれの立場でできることを求め

ており、病院内AYA支援チームの構築の仕方が大き

な関心事でもあった。また、病院外においても、連

携医療機関や支援団体のピアサポーターはもとよ

り、行政の保健師や製薬企業の薬剤師などAYAがん

患者の医療に直接関与しない人たちも役割を見つ

けて貢献したいと願っていた。既存の組織・団体間

のみならず、幅広い領域の人たちの力を結集できる

多重ネットワークの構築が望まれる。次年度は各支

援領域および地域におけるネットワークの現状把

握と個々の具体的な課題を明らかにする予定であ

る。 

 

Ｅ．結論 

AYA世代がん診療に関わる医療者および関係者

は、多くが情報ニーズを求める段階にあるものの、

それぞれの立場でできることを求めており、病院内

AYA支援チームの形成、および、連携医療機関や支

援団体のみならず、AYAがん患者の医療に直接関与

しない人たちも巻き込んで、幅広い領域の人たちの

力を結集できる多重ネットワークの構築が望まれ

る。 
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